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後
漢
に
お
け
る
儒
と
法
|
|
王
符
と
長
寒
を
手
掛
か
り
に
|
|
は
じ
め
に
後
漢
中
期
以
降
、
外
戚
・
富
官
の
専
横
や
官
僚
の
頚
廃
等
に
よ
り
風
俗
は
壊
乱
し
国
家
は
傾
い
て
ゆ
く
。
こ
う
し
た
時
勢
に
痛
切
な
批
判
を
加
え
、
政
治
施
策
を
著
し
た
思
想
家
が
い
る
。
安
帝
中
期
か
ら
順
帝
初
期
頃
そ
の
大
部
分
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
王
符
「
潜
夫
附
論
』
、
桓
帝
後
期
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
援
寒
「
政
論
」
を
繕
く
目
、
イ
パ
一
方
で
儒
家
的
な
道
徳
・
教
化
を
主
と
す
る
政
治
が
説
か
れ
な
が
ら
、
U
他
方
で
は
こ
れ
に
優
先
し
て
法
家
的
な
法
令
・
賞
罰
を
主
と
す
る
政
硝
治
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
附
こ
う
し
た
儒
家
的
主
張
と
法
家
的
主
張
の
混
在
は
、
後
漢
中
期
か
-
2
v
 
に
一
ら
末
期
に
お
け
る
思
想
家
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
中
で
も
、
王
符
衡
に
お
け
る
そ
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
は
数
多
く
、
そ
の
見
解
は
多
3
様
で
あ
お
が
、
と
も
あ
れ
王
符
や
極
寒
の
主
張
す
る
法
令
・
賞
罰
重
2
視
の
政
治
が
、
当
時
に
お
い
て
極
め
て
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
渡
東
一
郎
部
こ
と
は
確
認
さ
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
諸
氏
の
見
解
に
お
い
て
は
、
当
時
、
儒
や
法
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
果
た
し
て
当
時
に
あ
っ
て
儒
や
法
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
王
符
や
握
寒
に
お
け
る
、
法
家
的
政
治
を
儒
家
的
政
治
に
優
先
さ
せ
る
立
場
を
理
解
す
る
に
は
、
こ
の
点
を
考
察
す
る
必
要
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
現
実
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
法
家
的
政
治
が
結
局
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
か
か
る
立
場
は
、
当
時
の
思
想
世
界
に
お
い
て
こ
れ
を
準
備
し
た
背
景
の
存
在
を
予
想
さ
せ
る
。
小
論
で
は
、
王
符
や
僅
差
の
主
張
を
手
掛
か
り
に
、
彼
等
の
立
場
が
現
れ
て
く
る
そ
の
思
想
的
背
景
を
検
討
す
る
乙
と
に
よ
り
、
当
時
に
お
い
て
儒
や
法
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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王
符
・
雀
建
の
「
法
治
」
と
そ
の
論
理
本
節
で
は
、
彼
等
の
主
張
す
る
法
家
的
政
治
(
以
下
「
法
治
」
と
称
す
る
)
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
こ
れ
を
儒
家
的
政
治
に
優
先
さ
せ
る
論
理
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
を
考
察
し
て
み
る
。
先
ず
主
符
『
潜
夫
論
」
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
王
符
は
、
衰
制
篇
に
お
い
て
、
三
皇
・
五
帝
よ
り
亡
国
に
至
る
ま
で
、
位
次
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
治
世
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
無
憲
制
而
成
天
下
者
三
皇
也
。
画
則
象
而
化
四
表
者
五
帝
也
。
明
法
禁
而
和
海
内
者
三
玉
也
。
行
賞
罰
而
斉
万
民
者
治
国
也
。
君
立
法
而
下
不
行
者
乱
園
也
。
臣
作
政
市
君
不
制
者
亡
国
也
。
現
状
を
「
一
一
設
世
」
(
務
本
篇
)
と
見
倣
す
彼
は
、
「
先
ず
治
国
を
致
し
、
然
る
後
三
玉
の
政
乃
ち
施
す
べ
き
な
り
。
道
三
玉
に
斉
し
く
し
て
、
然
る
後
五
帝
の
化
乃
ち
行
な
ふ
べ
き
な
り
。
道
五
帝
に
斉
し
く
し
て
、
然
る
後
三
皇
の
道
乃
ち
従
ふ
べ
き
な
り
」
(
衰
制
篇
)
と
、
先
ず
「
賞
罰
」
を
実
施
し
万
民
を
整
斉
す
る
「
治
国
」
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漸
次
、
三
玉
・
五
帝
・
三
皇
の
治
世
と
同
様
の
状
態
に
至
り
得
る
と
す
る。
で
は
、
そ
の
賞
罰
実
施
の
基
準
と
な
る
べ
き
「
法
」
に
つ
い
て
、
彼
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
断
訟
篇
に
、
五
代
不
同
礼
、
三
家
不
同
教
、
非
其
有
相
反
也
、
蓋
世
推
移
而
俗
化
異
也
。
俗
化
異
則
乱
原
殊
、
故
三
家
撫
世
、
皆
革
定
法
。
と
あ
る
よ
う
に
、
世
が
移
れ
ぽ
世
俗
も
異
な
る
の
だ
か
ら
、
「
法
」
は
そ
の
時
々
の
無
秩
序
の
原
因
に
応
じ
て
設
け
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
法
」
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
夫
立
法
之
大
要
、
必
令
善
人
勧
其
徳
而
楽
其
政
、
邪
人
痛
其
禍
市
悔
其
行
。
(
断
訟
篇
)
凡
立
法
者
、
非
以
司
民
短
而
諒
過
誤
、
乃
以
防
姦
悪
而
救
禍
敗
、
検
淫
邪
而
内
正
道
爾
。
(
徳
化
篇
)
と
い
わ
れ
、
善
人
に
徳
行
を
行
な
わ
せ
、
悪
人
に
過
ち
を
悔
い
さ
せ
る
と
同
時
に
、
あ
る
べ
き
道
に
人
々
を
導
く
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
夫
れ
天
道
は
善
を
賞
し
て
淫
を
刑
す
。
天
の
工
、
人
其
れ
之
に
代
は
る
。
故
に
凡
そ
王
者
を
立
つ
る
は
、
将
に
邪
悪
を
訴
し
て
正
普
を
養
ふ
を
以
て
な
り
」
(
述
赦
篇
)
と
あ
る
よ
う
に
、
天
に
代
わ
っ
て
王
者
が
な
す
べ
き
こ
と
、
天
道
に
依
拠
し
た
行
為
と
さ
れ
る
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
君
主
は
、
天
道
の
代
行
と
し
て
善
を
養
い
悪
を
除
く
べ
く
「
法
」
の
施
行
に
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
「
法
」
を
施
行
す
る
際
、
君
主
は
ど
う
い
っ
た
あ
り
方
で
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
衰
制
篤
に
、
民
之
所
以
不
乱
者
上
有
吏
。
吏
之
所
以
無
姦
者
官
有
法
。
法
之
所
以
順
行
者
国
有
君
也
。
君
之
所
以
位
尊
者
身
有
義
也
。
と
あ
る
よ
う
に
、
君
主
は
身
に
「
義
」
を
保
ち
「
法
」
を
順
行
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
官
僚
が
そ
の
職
を
全
う
し
人
民
が
乱
れ
な
い
よ
う
に
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
君
臣
関
係
に
つ
い
て
は
、
明
忠
篇
に
、
夫
明
拠
下
起
、
中
U
依
上
成
。
;
要
在
於
明
操
法
術
、
自
握
権
乗
而
己
実
。
と
あ
り
、
君
主
自
身
が
「
法
術
」
を
駆
使
し
「
権
乗
」
を
掌
握
し
な
凶
り
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
る
。
「
法
術
」
と
は
「
下
を
し
て
欺
く
を
得
ざ
ら
し
む
る
」
も
の
で
あ
り
、
「
権
乗
」
と
は
「
勢
を
し
て
乱
る
る
を
得
ざ
ら
し
む
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
(
明
忠
篇
)
が
、
そ
の
際
、
よ
り
重
要
で
あ
る
の
は
「
法
術
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
凡
為
人
上
、
法
術
明
而
賞
罰
必
者
、
雄
無
言
語
而
勢
自
治
。
治
勢
一
成
、
君
自
不
能
乱
也
、
況
臣
下
乎
。
法
術
不
明
而
賞
罰
不
堂
官
、
雄
日
号
令
、
然
勢
自
乱
。
乱
勢
一
成
、
君
自
不
能
治
也
、
況
臣
下
乎
。
是
故
勢
治
者
、
雄
委
之
不
乱
。
勢
乱
者
、
雌
惣
之
糊
不
治
也
。
(
明
忠
篇
)
ぺ
と
、
君
主
が
法
術
を
駆
使
し
て
賞
罰
を
厳
正
に
行
な
え
ば
、
「
勢
」
は
討
自
然
に
治
ま
る
の
だ
と
さ
れ
る
。
か
く
し
て
「
治
勢
」
が
一
度
成
就
補
す
れ
ば
、
「
臣
下
は
其
の
言
を
敬
し
て
其
の
禁
を
奉
じ
、
其
の
心
を
掲
附
く
し
て
其
の
職
に
称
ふ
」
(
明
忠
篇
)
と
あ
る
よ
う
に
、
臣
下
は
忠
実
に
に
職
務
を
全
う
す
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
衡
さ
て
、
王
符
の
描
く
「
法
治
」
の
あ
り
方
は
、
本
政
篇
冒
頭
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
凡
人
君
之
治
、
莫
大
於
和
陰
陽
。
陰
陽
者
以
天
為
本
。
天
心
順
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則
陰
陽
和
、
天
心
逆
則
陰
陽
請
。
天
以
民
為
心
。
民
安
楽
則
天
心
順
、
民
愁
苦
則
天
心
逆
。
民
以
君
為
統
。
君
政
善
則
民
和
治
、
君
政
悪
則
民
箆
乱
。
君
以
得
臣
為
本
。
巨
忠
良
則
君
政
善
、
臣
姦
柾
則
君
政
悪
。
口
口
以
選
為
本
。
選
挙
実
則
忠
賢
進
、
選
虚
偽
則
邪
党
貢
。
選
以
法
令
為
本
。
法
令
正
則
選
挙
実
、
法
令
詐
則
選
虚
偽
。
法
以
君
為
主
。
君
信
法
則
法
順
行
、
君
欺
法
則
法
委
棄
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
政
治
に
お
い
て
最
も
重
要
な
の
は
陰
陽
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
先
ず
君
主
が
「
法
」
を
疑
う
こ
と
な
く
施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
法
」
が
適
正
に
施
行
さ
れ
れ
ば
忠
実
・
善
良
な
官
僚
が
登
用
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
官
僚
が
登
用
さ
れ
れ
ば
君
主
の
政
治
は
普
な
る
も
の
と
な
る
。
政
治
が
善
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
人
民
は
安
ら
ぎ
治
ま
る
。
か
く
し
て
人
民
が
治
ま
れ
ば
天
は
和
ら
ぎ
、
陰
陽
は
調
和
す
る
の
で
あ
る
。
王
符
の
現
状
認
識
を
見
て
み
る
と
、
浮
修
篇
に
「
凡
そ
諸
の
議
る
所
は
、
皆
民
の
性
に
し
て
競
ひ
務
む
る
者
に
非
ず
、
乱
政
・
薄
化
、
之
を
然
ら
し
む
る
な
り
」
と
あ
り
、
当
世
者
修
の
風
俗
は
民
の
本
性
か
ら
の
も
の
で
な
く
「
乱
政
・
薄
化
」
に
起
因
す
る
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
王
符
の
批
判
は
概
ね
民
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
述
赦
篇
で
大
赦
の
頻
発
に
関
し
て
直
接
皇
帝
を
批
判
す
る
例
も
あ
る
が
、
多
く
は
官
吏
登
用
に
お
け
る
名
実
不
一
致
と
、
そ
れ
に
起
因
す
る
官
僚
の
腐
敗
に
対
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
時
に
あ
っ
て
彼
6
が
甚
だ
憂
え
た
こ
と
は
、
中
谷
x
・
善
良
な
官
僚
が
登
用
さ
れ
ず
、
悪
2
政
が
行
な
わ
れ
て
人
民
が
苦
し
む
結
果
、
陰
陽
が
調
和
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
か
か
る
状
況
を
招
来
し
た
原
因
を
王
符
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
う
か
。
三
式
篇
に
お
い
て
、
彼
は
当
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
今
者
刺
史
・
守
相
、
率
多
怠
慢
、
違
背
法
律
、
廃
忽
詔
令
、
専
情
務
利
、
不
郎
公
事
。
細
民
菟
結
、
無
所
控
告
。
下
土
辺
遠
、
能
詣
閥
者
、
万
無
数
人
。
其
得
省
治
、
不
能
百
一
。
郡
県
負
其
如
此
也
、
故
至
敢
延
期
、
民
日
往
上
書
。
続
け
て
「
此
れ
皆
太
寛
の
致
す
所
な
り
」
と
い
う
が
、
王
符
は
右
の
引
用
に
先
立
ち
次
の
よ
う
な
仲
尼
の
言
を
掲
げ
て
い
る
。
昔
仲
尼
有
言
、
政
寛
則
民
慢
、
慢
則
糾
之
以
猛
、
猛
則
民
残
、
残
則
施
之
以
寛
、
寛
以
済
猛
、
猛
以
済
寛
、
政
是
以
和
。
こ
の
量
一
同
に
よ
れ
ば
、
「
猛
」
政
に
よ
り
残
な
わ
れ
た
風
俗
を
救
済
す
べ
く
施
さ
れ
た
は
ず
の
「
寛
」
政
の
行
き
渇
き
、
す
な
わ
ち
「
太
寛
」
な
る
政
治
が
か
か
る
状
況
を
も
た
ら
し
た
原
因
だ
と
玉
符
は
見
倣
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
後
文
で
次
の
よ
う
に
い
う
。
夫
積
怠
之
俗
、
賞
不
隆
則
善
不
勧
、
罰
不
重
則
悪
不
懲
。
故
凡
欲
変
風
改
俗
者
、
其
行
賞
罰
也
、
必
使
足
驚
心
破
胆
、
民
乃
易
視。
玉
符
は
、
「
太
寛
」
な
る
政
治
が
招
い
た
現
状
を
、
仲
尼
の
言
に
「
糾
之
以
猛
」
「
猛
以
済
寛
」
と
あ
る
立
場
に
依
拠
し
て
「
猛
」
政
、
す
な
わ
ち
「
法
治
」
に
よ
っ
て
救
済
す
べ
く
主
張
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
玉
符
は
「
法
令
・
刑
貨
は
、
乃
ち
民
事
を
治
め
て
整
理
を
致
す
所
以
の
み
、
未
だ
以
て
大
化
を
興
し
太
平
に
升
す
に
足
ら
ざ
る
な
り
」
(
本
訓
篇
)
と
い
い
、
「
法
令
・
刑
賞
」
は
太
平
に
至
り
得
る
方
法
で
は
な
く
「
民
事
」
を
治
め
る
も
の
に
渇
き
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
「
人
君
の
治
は
、
道
よ
り
大
な
る
莫
く
、
徳
よ
り
盛
ん
な
る
莫
く
、
教
よ
り
美
な
る
莫
く
、
化
よ
り
神
な
る
莫
し
」
(
徳
化
篇
)
と
い
い
、
政
治
に
お
い
て
は
儒
家
的
な
道
徳
教
化
に
よ
る
こ
と
が
最
上
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
野
首
之
属
、
:
・
道
良
吏
則
皆
懐
忠
信
而
履
仁
厚
、
遇
悪
吏
則
皆
懐
姦
邪
而
行
浅
薄
。
忠
厚
積
則
致
太
平
、
姦
薄
積
則
致
危
亡
。
(
徳
化
篇
)
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
太
平
を
招
来
す
べ
く
人
民
を
善
に
導
く
た
め
に
は
必
ず
良
吏
を
登
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
先
ず
姦
悪
・
怠
慢
な
「
悪
吏
」
を
排
除
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
ろ
う
。
二
一
式
篇
に
お
い
て
、
賞
罰
を
重
視
し
官
僚
を
厳
し
く
監
督
し
た
前
漢
宣
帝
の
治
績
を
掲
げ
て
、
王
符
は
、
由
此
観
之
、
牧
守
大
臣
者
、
誠
盛
衰
之
本
原
也
、
不
可
不
選
練
也
。
法
令
賞
罰
者
、
誠
治
乱
之
枢
機
也
、
不
可
不
厳
行
也
。
、
と
い
う
。
王
符
の
主
張
す
る
「
法
治
」
と
は
、
人
民
を
阻
害
す
る
類
廃
し
た
官
僚
を
排
除
す
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
雀
寒
「
政
論
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
峯
宜
耳
は
如
何
な
る
認
識
か
ら
「
法
治
」
を
主
張
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
現
状
認
識
か
ら
見
て
ゆ
こ
う
。
屋
建
に
よ
れ
ば
、
自
漢
興
以
来
、
三
百
五
十
余
歳
失
。
政
令
指
翫
、
上
下
怠
僻
、
風
俗
彫
倣
、
人
庶
巧
偽
、
百
姓
嵩
然
、
成
復
思
中
興
之
救
失
。
(
『
後
漢
書
』
巻
五
十
二
、
出
世
姻
列
伝
附
出
雲
是
伝
引
「
政
論
」
)
と
、
建
国
以
来
三
百
五
十
余
年
を
経
て
、
王
朝
は
政
治
が
滞
り
風
俗
は
凋
落
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
当
時
の
よ
り
具
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
、
出
憧
寒
は
「
頃
者
法
度
は
頗
る
古
を
稽
へ
ず
、
而
も
旧
号
は
網
に
呑
舟
を
漏
ら
す
。
故
に
庸
夫
は
藻
挽
の
飾
を
設
付
、
匹
竪
は
方
丈
の
僕
を
享
け
、
下
は
其
の
上
を
備
し
、
尊
卑
別
無
し
」
ど
法
度
の
弛
緩
酬
を
批
判
し
、
「
天
下
之
患
」
と
し
て
(
二
人
民
の
者
倍
、
(
一
一
)
経
パ
済
の
破
綻
、
(
三
)
社
会
秩
序
の
素
乱
・
風
俗
の
壊
敗
(
『
群
書
治
要
』
昔
tv
一
的
巻
四
十
五
)
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
補
(
一
)
今
使
列
感
売
修
功
、
商
買
驚
倦
服
、
百
工
作
淫
器
。
民
附
見
可
欲
、
不
能
不
買
。
買
人
之
列
、
戸
踏
総
費
ι
〈
。
故
王
政
一
に
一
傾
、
普
天
率
土
、
莫
不
審
倦
者
。
非
家
至
人
告
、
乃
時
勢
駆
之
衡
使
然
。
此
則
天
下
之
患
一
也
。
(
二
)
且
世
者
服
俗
、
則
無
用
之
器
貴
、
本
務
之
業
賎
突
。
農
桑
勤
而
利
薄
、
工
商
逸
而
入
厚
。
故
農
夫
綴
来
而
彫
銭
、
工
女
27 
投
梓
而
刺
文
。
駒
耕
者
少
、
末
作
者
衆
。
生
土
雌
皆
墾
父
、
故
地
功
不
致
。
有
無
力
稿
、
鷲
得
有
年
。
財
欝
蓄
而
不
尽
出
、
百
姓
窮
匿
市
為
姦
冠
。
是
以
倉
康
空
而
園
圏
実
。
:
:
:
斯
則
天
下
之
患
二
也
。
会
己
:
・
乃
送
終
之
家
、
亦
無
法
度
。
・
:
天
下
段
慕
、
恥
不
相
逮
、
念
親
将
終
、
無
以
奉
遣
。
乃
約
其
供
養
、
予
修
亡
没
之
備
。
老
親
之
飢
寒
、
以
事
淫
汰
之
華
称
。
掲
家
尽
業
、
甘
心
而
不
恨
、
窮
施
既
迫
、
起
為
盗
賊
、
拘
執
陥
罪
、
為
世
大
毅
。
:
今
之
臣
妾
、
皆
余
黄
甘
而
厭
文
繍
者
、
蓋
以
万
数
失
。
・
:
今
豪
民
之
墳
、
己
千
坊
失
。
欲
民
不
匿
、
誠
亦
難
失
。
是
以
天
感
感
、
人
以
汲
汲
、
外
溺
者
風
、
内
憂
窮
掲
。
故
在
位
者
則
犯
王
法
以
聴
用
品
眠
、
愚
民
則
冒
罪
裁
以
為
健
。
俗
之
壊
敗
、
乃
至
於
斯
。
此
天
下
之
患
三
也
。
と
。
者
修
に
赴
く
こ
と
に
よ
り
、
本
業
で
あ
る
農
耕
・
養
蚕
を
棄
て
無
用
の
も
の
を
作
る
者
が
多
く
な
る
。
農
耕
・
養
蚕
に
務
め
る
も
の
が
少
な
く
な
れ
ば
、
結
果
と
し
て
窮
乏
す
る
人
々
が
現
れ
て
罪
を
犯
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
人
々
は
者
修
に
赴
き
、
そ
の
た
め
に
は
、
官
僚
さ
え
法
を
犯
し
て
人
民
か
ら
収
赦
し
、
人
民
も
ま
た
法
を
俸
ら
ず
に
罪
を
犯
す
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
(
一
)
に
お
い
て
「
乃
時
勢
駆
之
使
然
」
と
い
う
よ
う
に
、
人
民
が
著
修
に
赴
く
の
は
時
勢
に
よ
る
も
の
で
、
人
民
そ
の
も
の
に
原
因
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
で
は
、
者
修
の
た
め
に
樟
ら
ず
罪
8
を
犯
す
風
俗
を
形
成
し
た
原
因
は
何
に
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
う
&
3
0品川付
今
官
之
接
民
、
甚
多
違
理
。
・
:
是
以
風
移
於
詐
、
俗
易
於
欺
。
獄
訟
繁
多
、
民
好
残
偽
。
為
政
知
此
、
未
観
其
利
。
斯
皆
起
於
典
蔵
之
吏
、
不
明
為
国
之
体
。
(
『
群
書
治
要
』
巻
四
十
五
)
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
風
俗
を
形
成
し
た
責
任
は
官
僚
に
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
当
時
の
官
僚
の
類
廃
に
つ
い
て
は
、
今
典
州
郡
者
、
自
違
詔
書
、
縦
意
出
入
。
毎
詔
書
所
欲
禁
絶
、
雌
重
懇
側
、
罵
雪
極
筆
、
由
復
廃
舎
、
終
無
俊
意
。
(
「
全
後
漢
文
」
巻
四
十
六
)
と
も
い
わ
れ
、
詔
書
に
違
い
自
身
の
意
の
ま
ま
に
行
動
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
官
僚
の
類
廃
こ
そ
が
大
い
に
憂
う
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
握
寒
は
、
君
主
が
下
す
大
赦
に
つ
い
て
も
批
判
を
加
え
る
。
本
来
、
大
赦
と
は
「
聖
王
受
命
し
て
興
り
、
乱
を
討
ち
残
を
除
き
、
其
の
鯨
鋭
を
諒
す
る
や
、
其
の
臣
民
を
赦
し
、
漸
く
染
化
す
」
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
頃
間
以
来
、
歳
旦
萱
赦
、
百
姓
恒
伏
、
経
為
好
非
。
毎
迫
春
節
、
徴
倖
之
会
、
犯
悪
尤
多
。
近
前
年
一
期
之
中
、
大
小
四
赦
O
E
・E
・-
況
不
軌
之
民
、
執
不
騨
意
。
遂
以
赦
為
常
俗
。
(
『
群
書
治
要
』
巻
四
十
五
)
と
あ
る
よ
う
に
、
近
年
の
度
重
な
る
大
赦
の
発
布
こ
そ
が
、
そ
れ
を
頼
み
と
し
て
人
民
が
軽
々
し
く
罪
を
犯
す
、
犯
罪
増
加
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
天
下
の
乱
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
出
世
寒
は
「
常
に
人
主
平
を
承
く
る
こ
と
日
に
久
し
く
、
俗
漸
く
倣
る
る
も
悟
ら
ず
、
政
寝
く
表
ふ
る
も
改
め
ず
、
乱
に
習
れ
危
に
安
ん
じ
、
快
と
し
て
自
ら
観
ざ
る
に
よ
る
」
(
『
後
漢
書
』
巻
五
十
二
)
と
、
君
主
が
時
勢
を
顧
み
ず
政
治
を
改
め
な
い
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
で
は
、
現
状
を
招
来
し
た
時
勢
を
顧
み
な
い
政
治
と
は
一
体
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
僅
寒
は
、
量
力
度
徳
、
春
秋
之
義
。
:
:
:
自
非
上
徳
、
厳
之
刻
現
、
寛
之
則
乱
。
(
『
後
漢
書
』
巻
五
十
二
)
と
い
い
、
続
け
て
、
「
厳
刑
峻
法
」
を
用
い
た
宣
帝
の
政
治
を
賞
賛
す
る
一
方
、
「
寛
政
」
を
行
な
っ
た
元
帝
は
「
漢
室
基
禍
之
主
」
と
な
っ
た
と
し
、
「
政
道
の
得
失
、
斯
に
於
い
て
監
る
ベ
し
」
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
政
治
は
「
寛
之
則
乱
」
と
さ
れ
る
「
寛
」
政
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。
且
済
時
握
世
之
術
、
宣
必
体
亮
踏
舜
、
然
後
乃
理
哉
。
期
於
補
筏
決
壊
、
枝
柱
邪
傾
、
随
形
裁
割
、
要
措
斯
世
於
安
寧
之
域
而
己
。
故
聖
人
執
権
、
適
時
定
制
、
歩
畷
之
差
、
各
有
云
設
。
今
既
不
能
純
法
八
代
、
故
宜
参
以
覇
政
。
則
宜
重
賞
深
罰
以
御
之
、
明
著
法
術
以
検
之
。
(
『
後
漢
書
」
巻
五
十
二
)
こ
こ
で
「
宣
必
体
尭
踏
舜
、
然
後
乃
理
哉
」
「
今
既
不
能
純
法
八
代
」
と
い
い
、
時
宜
に
適
っ
た
、
覇
政
を
交
え
た
政
治
を
行
う
べ
く
主
張
す
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
当
時
の
「
寛
」
政
と
は
莞
・
舜
等
に
範
を
と
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
当
時
の
「
寛
」
政
は
名
ば
か
り
の
実
質
の
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
て
、
時
宜
に
適
っ
た
、
覇
政
を
交
え
た
政
治
と
は
、
「
厳
之
則
理
」
と
い
う
法
令
・
賞
罰
を
重
視
し
た
「
法
治
」
で
あ
る
こ
と
言
う
ま
で
も
な
い
。
前
漢
文
帝
に
よ
る
肉
刑
の
廃
止
に
つ
い
て
も
、
文
帝
雌
除
肉
刑
、
当
剣
者
答
三
百
、
当
斬
左
祉
者
世
間
五
百
、
当
斬
右
世
者
奔
市
。
右
祉
者
既
須
其
命
、
答
縫
者
往
往
至
死
、
雄
有
軽
刑
之
名
、
其
実
殺
也
。
当
此
之
時
、
民
皆
思
復
肉
刑
。
と
、
実
は
死
罪
と
同
一
で
あ
っ
た
と
し
、
「
文
帝
は
乃
ち
刑
を
重
く
す
、
之
を
軽
く
す
る
に
非
ざ
る
な
り
、
厳
を
以
て
平
を
致
す
、
寛
を
以
て
平
を
致
す
に
非
ざ
る
な
り
」
と
評
す
る
(
『
後
漢
書
』
巻
五
十
二
)
。
彼
酬
に
よ
れ
ば
、
文
帝
の
乙
の
措
置
も
時
宜
に
適
っ
た
施
策
だ
と
考
え
ら
(
れ
て
い
る
の
で
あ
る
う
。
措
し
か
し
、
豊
宮
、
無
論
儒
家
的
な
道
徳
・
教
化
を
否
定
す
る
わ
硝
げ
で
は
な
い
。
彼
は
、
国
を
治
め
る
方
法
を
身
体
を
理
め
る
方
法
に
耐
喰
え
て
「
夫
れ
刑
罰
は
乱
を
治
む
る
の
薬
石
な
り
、
徳
教
は
平
を
興
応
こ
す
の
梁
肉
な
り
。
夫
れ
徳
教
を
以
て
残
を
除
く
は
、
是
れ
梁
肉
を
衡
以
て
疾
を
理
む
る
な
り
、
刑
罰
を
以
て
平
を
理
む
る
は
、
是
れ
薬
石
9
を
以
て
養
に
供
す
る
な
り
」
(
「
後
漢
書
』
巻
五
十
二
)
と
い
い
、
乱
2
れ
た
世
に
は
刑
罰
を
主
と
し
て
こ
れ
を
治
め
、
平
穏
な
世
に
は
徳
教
を
主
と
し
て
こ
れ
を
興
す
の
だ
と
す
る
。
こ
う
し
た
態
度
は
次
の
資
料
か
ら
も
確
認
さ
れ
よ
う
。
文
帝
の
肉
刑
廃
止
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
必
欲
行
若
一
盲
、
当
大
定
其
本
、
使
人
主
師
五
帝
而
式
三
玉
。
漫
亡
秦
之
俗
、
遵
先
聖
之
風
、
奔
有
全
之
政
、
縮
稽
古
之
殿
、
復
五
等
之
爵
、
立
井
田
之
制
。
然
後
選
稜
・
契
為
佐
、
伊
・
呂
為
輔
、
楽
作
而
鳳
皇
儀
、
撃
石
而
百
獣
舞
。(
「
後
漢
童
己
巻
五
十
二
)
と
い
う
。
こ
ζ
で
は
人
主
に
「
師
五
帝
而
式
三
王
」
ら
せ
る
こ
と
、
ま
た
「
五
等
之
爵
」
「
井
田
之
制
」
を
再
び
実
施
し
、
そ
の
後
、
稜
・
契
、
伊
者
二
日
尚
の
よ
う
な
賢
哲
の
補
佐
を
用
い
る
べ
き
こ
と
が
い
わ
れ
る
。
当
時
の
尭
・
舜
等
に
範
を
と
ろ
う
と
す
る
「
寛
」
政
は
、
聖
王
の
制
度
を
整
え
て
い
な
い
、
実
質
の
伴
わ
な
い
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
時
宜
に
適
っ
た
「
法
治
」
を
行
な
い
、
制
度
を
整
え
て
こ
そ
始
め
て
、
徳
教
に
よ
る
統
治
が
実
現
す
る
と
僅
差
は
考
え
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
「
天
下
之
患
」
を
掲
げ
た
後
、
彼
は
次
の
よ
有
ノ
に
い
〉
つ
。
承
三
患
之
倣
、
継
荒
頓
之
緒
、
而
徒
欲
修
故
而
無
匡
改
、
雄
唐
・
虞
復
存
、
無
益
於
治
乱
也
。
昔
聖
王
遠
慮
深
思
、
患
民
情
之
難
防
、
憂
者
淫
之
害
政
、
乃
塞
其
源
以
絶
其
末
、
深
其
刑
而
重
其
罰
。
夫
善
埋
川
者
必
杜
其
源
、
善
防
姦
者
必
絶
其
萌
。
(
『
群
書
治
要
』
巻
四
十
五
)
現
状
に
お
い
て
は
、
従
来
の
政
治
、
す
な
わ
ち
虚
し
く
士
口
に
範
を
と
。
ろ
う
と
す
る
「
寛
」
政
を
改
め
な
い
な
ら
ぽ
、
た
と
い
亮
・
舜
が
存
3
在
し
た
と
し
て
も
乱
を
治
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
先
ず
法
令
・
賞
罰
に
よ
る
乱
世
の
救
済
が
緊
要
だ
、
と
佳
寒
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
出
世
寒
の
「
法
治
」
と
は
、
徳
教
に
よ
る
政
治
を
実
施
し
得
る
「
平
」
世
を
招
来
す
べ
き
己
と
を
目
論
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
姿
勢
は
王
符
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
う
。
と
こ
ろ
で
、
王
符
と
崖
寒
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
論
理
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、
王
符
が
三
式
篇
に
お
い
て
引
用
し
て
い
た
仲
尼
の
言
と
、
屋
建
が
「
自
非
上
徳
、
厳
之
副
則
理
、
寛
之
則
乱
」
と
い
う
こ
と
と
で
あ
る
。
こ
の
論
理
は
果
た
し
て
何
に
基
づ
く
も
の
な
の
で
あ
る
う
か
。『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
二
十
年
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
鄭
の
子
産
は
病
の
床
に
就
く
と
、
子
大
叔
に
次
の
よ
う
に
遺
言
し
た
。
我
死
、
子
必
為
政
。
唯
有
徳
者
、
能
以
寛
服
民
。
其
次
莫
如
猛
。
夫
火
烈
、
民
望
而
畏
之
、
故
鮮
死
駕
。
水
儒
弱
、
民
押
而
翫
之
、
則
多
死
鷲
。
故
寛
難
。
そ
の
後
数
ヶ
月
で
子
産
は
死
去
し
、
そ
の
言
の
ご
と
く
子
大
叔
が
執
政
し
た
が
、
彼
は
「
猛
」
政
で
は
な
く
「
寛
」
政
を
施
し
た
。
す
る
と
、
圏
内
で
は
盗
賊
が
増
加
し
荏
荷
沢
に
お
い
て
盗
み
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
子
大
叔
は
子
産
の
言
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
、
こ
れ
を
攻
め
て
尽
滅
し
た
結
果
、
盗
賊
が
減
少
し
た
、
と
い
う
。
「
左
氏
伝
』
は
続
け
て
仲
尼
の
評
語
を
載
せ
る
。
仲
尼
目
、
善
哉
。
政
寛
則
民
慢
、
慢
則
糾
之
以
猛
。
猛
則
民
残
、
残
則
施
之
以
寛
。
寛
以
済
猛
、
猛
以
済
寛
、
政
是
以
和
。
王
符
の
引
用
は
こ
の
仲
尼
の
評
語
ほ
ぽ
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
屋
建
の
語
は
先
の
子
産
の
遺
言
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
盤
守
の
法
治
の
主
張
は
乙
の
『
左
氏
伝
』
の
記
事
と
深
く
関
係
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
『
左
氏
伝
』
の
記
事
に
お
い
て
、
子
産
の
遺
言
に
は
「
唯
有
徳
者
、
能
以
寛
服
民
。
其
次
莫
如
猛
」
と
あ
り
、
「
寛
」
と
「
猛
」
に
は
「
徳
」
を
基
準
と
し
た
位
次
が
設
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
仲
尼
の
評
語
に
は
「
寛
以
済
猛
、
猛
以
済
寛
、
政
是
以
和
」
と
あ
り
、
「
寛
」
と
「
猛
」
と
が
相
互
に
補
完
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
治
が
調
和
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
厳
密
に
は
両
者
の
考
え
は
同
一
で
は
な
い
。
出
世
寒
の
主
張
は
前
者
に
依
拠
す
る
と
思
わ
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
、
彼
が
時
宜
に
適
わ
ぬ
実
状
を
厳
し
く
捉
え
、
法
治
実
施
の
必
要
性
を
、
王
符
以
上
に
実
感
し
て
い
た
と
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
僅
差
の
憂
え
る
現
状
を
招
い
た
も
の
が
「
寛
」
政
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
の
立
場
も
王
符
同
様
、
「
寛
」
政
の
生
じ
た
弊
害
を
「
猛
」
政
に
よ
っ
て
救
済
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
王
符
や
屋
建
の
「
法
治
」
を
主
張
す
る
立
場
は
、
こ
の
『
左
氏
伝
』
の
所
謂
「
寛
猛
相
済
」
と
い
う
論
理
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
論
理
に
依
拠
し
て
、
彼
等
は
現
状
を
「
覚
」
政
の
生
じ
た
弊
害
と
見
倣
し
、
乙
れ
を
「
猛
」
政
、
す
な
わ
ち
「
法
治
」
に
よ
っ
て
救
済
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
『
後
漢
書
』
所
収
の
上
奏
文
等
を
調
べ
て
み
る
と
、
と
の
「
寛
猛
相
済
」
に
依
拠
す
る
と
思
わ
れ
る
発
言
が
幾
っ
か
見
ら
れ
る
。
王
符
や
屋
建
に
お
い
て
、
そ
の
「
寛
猛
相
済
」
に
依
拠
す
る
主
張
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
乙
れ
ら
と
関
係
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
に
は
、
視
点
を
変
え
、
「
寛
猛
相
済
」
に
依
拠
す
る
と
見
ら
れ
る
発
言
を
、
政
治
の
展
開
を
視
野
に
入
れ
て
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。後
漢
時
代
の
政
治
の
展
開
と
「
寛
猛
相
済
」
(
一
)
|
|
後
漢
初
期
、
光
武
帝
か
ら
章
帝
ま
で
|
|
脚
光
武
帝
・
明
帝
の
政
治
は
、
「
吏
事
」
を
古
一
と
し
た
も
の
(
以
下
、
ぺ
「
吏
治
」
と
称
す
る
)
と
い
わ
れ
る
。
『
後
漢
書
』
(
以
下
、
省
略
す
る
)
U
巻
七
十
六
、
ノ
質
見
列
伝
序
に
、
「
建
武
・
永
平
の
問
、
吏
事
刻
深
に
し
硝
て
、
亙
々
謡
一
宮
口
単
辞
を
以
て
、
守
長
を
転
易
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
吏
制
治
と
は
法
を
奉
じ
る
文
吏
的
官
僚
を
駆
使
す
る
も
の
で
あ
針
。
そ
し
に
て
、
そ
の
徹
底
に
は
流
言
飛
語
等
に
よ
り
度
々
官
僚
を
転
任
さ
せ
る
衡
と
い
っ
た
一
面
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
う
し
た
面
は
、
例
え
ば
、
巻
二
十
九
、
申
屠
剛
伝
に
「
時
に
内
外
の
群
官
は
、
多
く
(
光
武
)
帝
3
自
ら
選
挙
す
o
加
ふ
る
に
法
理
を
以
て
厳
察
し
、
職
事
過
だ
苦
し
。
尚
書
近
臣
、
乃
ち
前
に
援
撲
牽
曳
せ
ら
る
る
に
至
る
。
群
臣
敢
へ
て
正
一
一
言
す
る
莫
し
」
、
ま
た
巻
四
十
一
、
鍾
離
意
伝
に
「
(
明
)
帝
は
性
編
察
、
好
く
耳
目
の
隠
発
す
る
を
以
て
明
と
為
す
。
故
に
公
卿
大
臣
数
々
誌
段
せ
ら
れ
、
近
臣
尚
書
以
下
提
桟
せ
ら
る
る
に
至
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
内
外
の
群
官
全
て
に
及
ん
で
お
り
、
鞭
打
た
れ
引
き
ず
ら
れ
る
等
、
極
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
深
刻
な
吏
治
に
対
し
て
は
批
判
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
上
疏
に
お
い
て
、
朱
浮
が
「
陛
下
は
使
者
を
以
て
腹
心
と
為
し
、
使
者
は
従
事
を
以
て
耳
目
と
為
す
。
是
れ
尚
書
の
平
、
百
石
の
吏
に
決
せ
ら
る
。
故
に
群
下
は
苛
刻
に
し
て
、
各
々
自
ら
能
と
為
す
」
(
巻
三
十
三
、
朱
浮
伝
)
と
い
い
、
鍾
離
意
が
「
群
臣
、
化
を
宣
べ
職
を
理
む
る
能
は
ず
、
而
も
苛
刻
を
以
て
俗
と
為
す
。
吏
の
良
人
を
殺
す
こ
と
、
題
を
継
ぎ
て
絶
え
ず
」
(
巻
四
十
て
鍾
離
意
伝
)
と
い
う
よ
う
に
、
官
僚
は
「
苛
刻
」
で
あ
る
こ
と
を
「
能
」
と
な
し
、
ま
た
、
そ
れ
が
「
俗
」
と
な
り
、
良
民
を
も
殺
害
す
る
に
至
る
と
さ
れ
る
ほ
ど
、
吏
治
の
厳
し
さ
は
官
僚
自
身
の
政
治
に
も
深
く
影
響
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
次
い
で
即
位
し
た
章
帝
は
「
少
く
し
て
寛
容
、
儒
術
を
好
む
」
(
巻
三
、
粛
宗
孝
章
帝
紀
)
と
い
わ
れ
、
そ
の
政
治
は
「
寛
厚
」
(
同
右
論
)
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
る
。
一
氾
障
の
論
で
は
、
そ
の
「
寛
厚
」
な
政
治
の
一
例
と
し
て
「
陳
寵
の
義
に
感
じ
、
惨
獄
の
科
を
除
く
」
と
い
う
が
、
そ
の
陳
寵
の
上
疏
に
「
寛
猛
棺
済
」
に
依
拠
す
る
と
思
わ
れ
る
2
主
張
が
見
ら
れ
る
。
3
巻
四
十
六
、
陳
寵
伝
に
よ
れ
ば
、
章
帝
初
期
、
尚
書
と
な
っ
た
陳
寵
は
、
永
平
の
故
事
を
承
け
た
厳
し
い
吏
政
や
尚
書
の
重
い
決
裁
を
見
、
前
世
の
苛
酷
な
風
俗
を
改
め
る
べ
き
だ
と
考
え
、
次
の
よ
う
な
上
疏
を
し
て
い
る
。
臣
関
、
先
王
之
政
、
賞
不
信
、
刑
不
濫
、
与
其
不
得
己
、
寧
借
不
濫
。
:
・
聖
賢
之
政
、
以
刑
罰
為
首
。
往
者
断
獄
厳
明
、
所
以
威
懲
姦
態
。
姦
悪
既
平
、
必
宜
済
之
以
寛
。
陛
下
即
位
、
率
由
此
義
、
数
詔
群
僚
、
弘
崇
曇
長
。
而
有
司
執
事
、
未
悉
奉
承
、
典
刑
用
法
、
猶
尚
深
刻
。
断
獄
者
急
於
努
格
酷
烈
之
痛
、
執
憲
者
煩
於
窓
欺
放
濫
之
文
。
或
因
公
行
私
、
逗
縦
威
福
。
目
:
方
今
聖
徳
充
塞
、
仮
子
上
下
、
宜
隆
先
王
之
道
、
蕩
糠
煩
苛
之
法
。
軽
薄
釜
楚
、
以
済
群
生
、
全
広
至
徳
、
以
奉
天
心
。
乙
の
上
疏
を
承
砂
、
章
帝
は
事
ご
と
に
「
寛
厚
」
に
務
め
、
後
有
司
に
詔
を
下
し
て
「
惨
酷
之
科
」
等
を
除
い
た
、
と
い
う
。
こ
こ
で
先
ず
注
目
す
べ
き
は
「
往
者
断
獄
厳
明
、
所
以
威
懲
姦
態
。
姦
患
既
平
、
必
宜
済
之
以
寛
」
と
の
主
張
で
あ
る
。
乙
れ
が
「
寛
猛
相
済
」
に
依
拠
す
る
も
の
と
す
る
と
、
「
猛
」
政
が
生
じ
た
弊
害
を
、
「
施
之
以
寛
」
「
寛
以
済
猛
」
と
い
う
立
場
か
ら
、
「
寛
」
政
に
よ
り
救
済
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
永
平
故
事
」
「
往
者
断
獄
厳
明
」
と
い
う
か
ら
、
そ
の
弊
害
と
は
、
明
帝
永
平
十
三
年
(
七
O
)
の
楚
王
英
謀
反
事
件
に
代
表
さ
れ
る
諸
王
謀
反
に
起
因
す
る
も
の
と
も
思
わ
れ
る
が
、
先
に
見
た
光
武
・
明
帝
期
の
衰
治
を
考
え
併
せ
て
み
る
と
、
彼
の
批
判
す
る
章
帝
初
期
の
官
僚
の
あ
り
方
に
は
二
帝
の
吏
治
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
乙
の
点
は
、
や
は
り
同
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
第
五
倫
の
上
疏
に
「
光
武
は
王
葬
の
余
を
承
け
、
頗
る
厳
猛
を
以
て
政
を
為
す
。
後
代
之
に
因
り
、
遂
に
風
化
を
成
す
」
(
巻
四
十
一
、
第
五
倫
伝
)
と
あ
る
乙
と
か
ら
も
確
認
さ
れ
よ
日
。
す
な
わ
ち
、
陳
寵
は
光
武
・
明
帝
期
の
吏
治
を
「
猛
」
政
と
見
倣
し
、
そ
れ
が
生
み
出
し
た
苛
酷
な
風
俗
を
救
済
す
る
た
め
に
、
「
煩
苛
之
法
」
を
除
き
「
寛
」
政
を
施
す
べ
く
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
。
司令
次
に
注
目
す
べ
き
は
「
陛
下
即
位
、
率
由
此
義
、
数
詔
群
僚
」
と
の
主
張
で
あ
る
。
「
此
義
」
と
は
「
済
之
以
寛
」
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
陳
寵
の
認
識
に
よ
れ
ば
、
所
謂
「
寛
猛
相
済
」
に
依
拠
す
る
「
済
之
以
寛
」
と
い
う
「
義
」
に
従
い
、
章
帝
自
身
が
詔
を
下
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
章
帝
が
『
左
氏
伝
』
に
深
く
関
心
を
寄
せ
尊
重
し
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。
「
特
に
古
文
尚
書
・
左
氏
伝
を
好
む
」
(
巻
三
十
六
、
賀
遺
伝
)
と
さ
れ
る
章
帝
は
、
建
初
元
年
(
七
六
)
、
買
濯
に
命
じ
『
公
羊
伝
』
『
穀
梁
伝
』
に
優
る
『
左
氏
伝
』
の
大
義
を
条
奏
さ
せ
、
更
に
、
公
羊
学
の
厳
・
顔
二
氏
を
学
ぶ
諸
生
中
か
ら
才
能
あ
る
二
十
人
を
選
抜
さ
せ
「
左
氏
伝
』
を
教
授
さ
せ
て
い
る
(
同
右
)
。
そ
し
て
、
建
初
八
年
(
八
一
ニ
)
に
は
、
認
を
下
し
て
、
才
能
あ
る
者
を
群
儒
に
選
抜
さ
せ
、
『
左
氏
伝
』
「
穀
梁
伝
』
『
古
文
尚
書
』
『
毛
詩
』
を
授
業
さ
せ
て
も
い
る
(
巻
三
、
粛
宗
孝
章
帝
紀
)
。
ま
た
、
建
初
四
年
(
七
九
)
開
催
の
白
虎
観
会
議
に
お
い
て
、
章
帝
は
「
親
ら
制
を
称
し
て
臨
決
」
(
同
右
)
し
た
が
、
そ
の
記
録
「
白
虎
通
義
』
の
内
容
は
、
表
面
『
公
羊
伝
』
を
標
梼
し
な
が
ら
、
内
実
は
『
左
氏
伝
』
【口}
の
立
場
に
接
近
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
章
帝
は
「
左
氏
伝
』
に
説
か
れ
た
「
寛
猛
相
済
」
と
い
う
論
理
に
依
拠
し
、
光
武
帝
以
来
の
吏
治
が
生
じ
た
弊
害
を
救
済
す
べ
く
「
寛
」
政
を
行
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
章
帝
は
「
寛
」
政
の
み
を
行
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
光
武
帝
以
来
の
吏
治
を
も
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
で
あ
話
。
章
帝
即
位
直
後
、
永
平
十
八
年
(
七
五
)
、
冬
十
一
月
甲
辰
に
起
こ
っ
た
日
食
の
災
異
に
対
す
る
馬
厳
の
封
事
に
も
「
寛
猛
相
済
」
に
依
拠
す
る
と
思
わ
倒
れ
る
言
辞
が
見
ら
れ
る
。
ゴ
臣
問
、
日
者
衆
陽
之
長
、
食
者
陰
侵
之
徴
。
書
目
、
無
畷
庶
官
、
副
天
工
、
人
其
代
之
。
一
一
言
王
者
代
天
官
人
也
。
故
考
績
瓢
陵
、
以
嬬
明
褒
版
。
無
功
不
割
、
則
陰
盛
陵
陽
。
臣
伏
見
、
方
今
刺
史
太
附
守
専
州
典
郡
、
不
務
奉
事
尽
心
為
国
、
而
司
察
一
偏
阿
、
取
与
自
に
一
己
、
同
則
挙
為
尤
異
、
異
則
中
以
刑
法
、
不
即
垂
頭
塞
耳
、
採
衡
求
財
賂
。
今
益
州
刺
史
朱
醗
・
楊
州
刺
史
侃
説
・
涼
州
刺
史
炉
業
等
、
毎
行
考
事
、
親
有
物
故
。
又
選
挙
不
実
、
曽
無
反
坐
。
是
使
臣
下
得
作
威
福
也
。
・
:
宜
勅
正
百
司
、
各
責
以
事
、
州
都
33 
所
挙
、
必
得
其
人
。
若
不
如
一
言
、
裁
以
法
令
。
伝
目
、
上
徳
以
寛
服
民
、
其
次
莫
知
猛
、
故
火
烈
則
人
望
而
畏
之
、
水
儒
則
人
狩
市
翫
之
、
為
政
者
寛
以
済
猛
、
猛
以
済
寛
。
知
此
、
絞
御
有
体
、
災
音
消
失
。
(
巻
二
十
四
、
馬
援
伝
附
馬
厳
伝
)
馬
厳
は
「
伝
日
」
と
し
て
「
寛
猛
相
済
」
を
為
政
者
の
政
治
の
あ
り
方
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
彼
の
批
判
は
刺
史
・
太
守
の
腐
敗
、
特
に
刺
史
の
不
法
行
為
、
選
挙
の
名
実
不
一
致
に
向
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
尚
喜
』
品
目
綴
諜
の
一
節
を
根
拠
に
「
故
考
績
拙
砂
、
以
明
褒
庇
」
と
い
い
、
更
に
「
若
不
如
言
、
裁
以
法
令
」
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の
趣
旨
は
「
猛
以
済
寛
」
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
の
主
張
に
従
い
、
章
帝
は
刺
史
朱
蹴
等
を
罷
免
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
事
例
は
、
先
に
も
掲
げ
た
第
五
倫
の
上
疏
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
巻
四
十
一
、
第
五
倫
伝
に
は
、
陛
下
即
位
、
弱
天
然
之
徳
、
体
長
曇
之
姿
、
以
寛
弘
臨
下
、
出
入
四
年
、
前
歳
諒
刺
史
・
二
千
石
食
残
者
六
人
。
・
:
其
刺
史
・
太
守
以
下
、
拝
除
京
師
及
道
出
洛
陽
者
、
宜
皆
召
見
、
可
因
博
問
四
方
、
兼
以
観
察
其
人
。
諸
上
書
言
事
有
不
合
者
、
可
但
報
帰
国
皇
、
不
宜
過
加
喜
怒
、
以
明
在
寛
。
と
あ
り
、
章
帝
を
「
寛
弘
」
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
前
年
に
食
欲
・
残
酷
な
官
僚
六
人
を
訴
殺
・
処
罰
し
た
こ
国
を
暗
に
批
判
し
、
よ
り
「
寛
」
政
を
施
す
べ
く
第
五
倫
は
主
張
す
る
。
と
れ
ら
か
ら
す
る
と
、
章
帝
に
は
「
猛
以
済
寛
」
と
い
う
立
場
か
ら
「
猛
」
政
、
す
な
わ
ち
4
吏
治
を
行
な
う
一
面
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
3
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
光
武
帝
・
明
帝
に
よ
る
吏
治
と
章
帝
に
よ
る
そ
れ
と
は
質
的
に
相
違
す
る
も
の
だ
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
、
官
僚
に
対
し
て
厳
し
い
監
督
を
加
え
、
根
拠
の
な
い
議
り
を
受
け
た
だ
げ
で
罷
免
・
処
罰
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
不
法
行
為
・
貧
欲
・
残
酷
と
い
っ
た
官
僚
の
腐
敗
に
対
処
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
か
か
る
官
僚
の
腐
敗
の
有
様
は
、
章
帝
の
詔
に
も
度
々
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
巻
三
、
粛
宗
孝
章
帝
紀
に
よ
れ
ば
、
有
司
明
慎
選
挙
、
進
柔
良
、
退
貧
猪
、
順
時
令
、
理
菟
獄
。
(
建
初
元
年
〔
七
六
〕
正
月
丙
寅
)
選
挙
希
実
、
俗
吏
傷
人
、
官
級
耗
乱
、
刑
罰
不
中
、
可
不
憂
与
O
i---今
刺
史
守
相
、
不
明
真
偽
、
茂
才
孝
康
、
歳
以
百
数
、
既
非
能
顕
、
市
当
授
之
政
事
、
甚
無
謂
也
。
(
建
初
元
年
〔
七
六
〕
一
一
一
月
甲
寅
)
市
今
貴
戚
近
親
、
者
縦
無
度
、
嫁
衆
送
終
、
尤
為
備
修
。
有
司
廃
典
、
莫
肯
挙
察
。
:
今
自
三
公
、
並
宜
明
糾
非
法
、
宣
振
威
風
。
(
建
初
二
年
〔
七
七
〕
三
月
辛
丑
)
孔
子
目
、
刑
罰
不
中
、
則
人
無
所
措
手
足
。
今
吏
多
不
良
、
担
行
喜
怒
、
或
案
不
以
罪
、
迫
脅
無
事
、
致
令
自
殺
者
、
一
歳
且
多
於
断
獄
、
甚
非
為
人
父
母
之
意
也
。
有
司
其
議
糾
挙
之
。
(
建
初
五
年
〔
八
O
〕
三
月
甲
寅
)
問
勅
二
千
石
各
尚
寛
明
、
而
今
宮
姦
行
賂
於
下
、
食
吏
在
法
於
上
、
使
有
罪
不
論
而
無
過
被
刑
、
甚
大
逆
也
。
夫
以
苛
為
察
、
以
刻
為
明
、
以
軽
為
徳
、
以
重
為
威
。
四
者
或
興
、
則
下
有
怨
心
。
吾
詔
書
数
下
、
冠
蓋
接
道
、
而
吏
不
加
理
由
:
。
(
元
和
二
年
〔
八
五
〕
正
月
乙
酉
)
と
あ
る
。
章
帝
は
選
挙
を
公
正
に
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
柔
良
」
を
登
用
し
「
貧
滑
」
を
退
け
る
よ
う
に
い
う
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
選
挙
は
名
が
実
に
伴
わ
ず
、
官
僚
は
貴
戚
・
近
親
の
倦
修
を
取
り
締
ま
る
こ
と
な
く
、
賄
賂
に
よ
り
法
令
を
曲
げ
、
有
罪
を
許
し
無
実
を
罰
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
糾
正
す
る
た
め
に
章
帝
は
吏
治
を
行
な
い
、
腐
敗
し
た
官
僚
を
排
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
考
察
か
ら
す
る
と
、
章
帝
の
政
治
は
『
左
氏
伝
』
の
所
謂
「
寛
猛
相
済
」
と
い
う
論
理
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
左
氏
伝
』
に
深
く
関
心
を
寄
せ
尊
重
し
た
章
帝
は
、
一
方
で
、
光
武
・
明
帝
期
の
吏
治
が
生
じ
た
弊
害
を
救
済
す
べ
く
「
寛
以
済
猛
」
と
い
う
立
場
か
ら
「
寛
」
政
を
施
し
、
同
時
に
、
腐
敗
し
た
官
僚
を
排
除
す
べ
く
「
猛
以
済
覚
」
と
い
う
立
場
か
ら
「
猛
」
政
(
吏
治
)
を
行
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
後
漢
時
代
の
政
治
の
展
開
と
「
寛
猛
相
済
」
(
二
)
ー
ー
後
漢
中
・
後
期
、
和
帝
以
後
ー
ー
前
節
で
考
察
し
た
「
寛
猛
相
済
」
に
依
拠
し
た
章
帝
の
政
治
姿
勢
は
、
以
後
の
皇
帝
の
政
治
に
お
い
て
如
何
な
る
展
開
を
呈
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
う
か
。
巻
四
、
孝
和
孝
蕩
帝
紀
に
よ
り
、
和
帝
の
詔
を
見
て
み
よ
う
。
有
司
不
念
寛
和
、
而
競
為
苛
刻
、
覆
案
不
急
、
以
妨
民
事
。
(
永
元
六
年
〔
九
四
〕
三
月
丙
寅
)
深
惟
庶
事
、
五
教
在
寛
。
(
永
元
七
年
〔
九
五
〕
四
月
)
と
あ
り
、
有
司
が
「
苛
刻
」
を
競
い
「
寛
和
」
を
思
わ
な
い
こ
と
を
批
判
し
、
「
五
教
在
寛
」
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
「
寛
」
政
が
受
【
沼
}
け
継
が
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
僻
今
新
蒙
赦
令
、
旦
復
申
勅
、
後
有
犯
者
、
顕
明
其
罰
。
在
位
不
パ
以
選
挙
為
憂
、
督
察
不
以
発
覚
為
負
、
非
独
州
郡
也
。
是
以
庶
ぷ
官
多
非
其
人
。
下
民
被
姦
邪
之
傷
、
由
法
不
行
故
也
。
硝
(
永
元
五
年
〔
九
一
一
一
〕
三
月
戊
子
)
鮒
頃
者
貴
戚
近
親
、
百
僚
師
宍
莫
肯
率
従
、
有
司
不
挙
、
怠
放
に
一
日
甚
O
i
-
-其
在
位
犯
者
、
当
先
挙
正
。
衡
(
永
元
十
一
年
(
九
九
〕
七
月
辛
卯
)
方
察
煩
苛
之
吏
、
顕
明
其
罰
。
(
永
元
十
六
年
〔
一
O
四
〕
七
月
)
35 
と
あ
り
、
選
挙
の
名
実
不
一
致
を
批
判
し
、
赦
令
を
受
げ
で
も
な
お
、
再
び
犯
す
者
が
あ
れ
ば
処
罰
を
明
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
、
法
令
に
従
わ
な
い
者
を
位
に
在
る
者
か
ら
取
り
締
ま
る
こ
と
、
「
煩
苛
之
吏
」
を
排
除
す
べ
き
こ
と
を
い
う
の
に
よ
れ
ば
、
「
猛
」
政
(
吏
治
)
を
も
行
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
和
帝
期
に
お
い
て
は
、
章
帝
の
政
治
姿
勢
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
和
帝
の
死
後
、
「
寛
」
政
だ
け
が
強
調
さ
れ
る
。
蕩
帝
の
延
平
元
年
(
一
O
六
)
五
月
辛
卯
、
臨
朝
称
制
す
る
部
太
后
は
、
大
赦
に
際
し
て
次
の
詔
を
下
し
て
い
る
。
皇
帝
幼
沖
、
承
統
鴻
業
、
朕
且
権
佐
助
聴
政
、
競
競
寅
畏
、
不
知
所
済
。
深
惟
至
治
之
本
、
道
化
在
前
、
刑
罰
在
後
。
持
稽
中
和
、
広
施
慶
恵
、
与
吏
民
更
始
。
其
大
赦
天
下
。
(
巻
四
、
孝
和
孝
蕩
帝
紀
)
部
太
后
は
「
深
惟
至
治
之
本
、
道
化
在
前
、
刑
罰
在
後
」
と
の
視
点
か
ら
大
赦
を
行
な
う
よ
う
に
い
う
が
、
乙
れ
以
後
、
大
赦
は
頻
繁
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
大
赦
の
数
を
調
べ
る
と
、
章
帝
は
在
位
十
三
年
で
三
度
、
和
帝
は
在
位
十
七
年
で
五
度
で
あ
る
。
と
れ
に
比
し
て
、
蕩
帝
が
在
位
八
ヶ
月
で
一
度
、
安
帝
が
在
位
十
九
年
で
十
度
、
少
帝
(
北
郷
公
)
が
在
位
七
ヶ
月
で
一
度
、
順
帝
が
在
位
十
九
年
で
八
度
、
質
帝
が
在
位
一
年
で
二
度
、
桓
帝
が
在
位
二
十
一
年
で
十
四
度
、
霊
帝
が
在
位
二
十
二
年
で
二
十
度
、
弘
農
玉
(
皇
子
鱒
)
が
在
位
五
ヶ
月
で
二
度
、
献
帝
が
在
位
三
十
年
で
十
一
度
で
あ
り
、
蕩
帝
6
以
後
、
如
何
に
大
赦
が
増
加
し
て
い
る
か
が
理
解
さ
れ
る
。
3
ま
た
巻
五
十
一
、
橋
玄
伝
に
は
、
初
自
安
帝
以
後
、
法
禁
梢
弛
、
京
師
劫
質
、
不
避
豪
貴
、
自
是
遂
絶
。
【
刊
-
と
あ
り
、
安
帝
期
頃
か
ら
「
法
禁
」
が
弛
緩
し
て
く
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
本
も
と
法
令
が
緩
や
か
な
上
、
犯
罪
に
よ
り
獄
に
繋
が
れ
た
と
し
て
も
、
大
赦
に
よ
り
即
放
免
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
罪
を
犯
し
た
と
し
て
も
事
実
上
ほ
ぽ
処
罰
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
官
僚
や
人
民
が
法
令
を
樟
ら
ず
私
利
私
欲
を
怒
に
し
得
る
風
俗
を
形
成
す
る
結
果
を
招
く
も
の
で
あ
ろ
う
。そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
寛
」
政
は
推
進
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
巻
五
、
孝
安
帝
紀
、
元
初
二
年
(
一
一
五
)
十
月
、
郡
国
及
び
中
都
宮
に
下
さ
れ
た
安
帝
の
詔
に
は
、
其
吏
人
衆
為
盗
賊
、
有
悔
過
者
、
除
其
罪
。
と
あ
る
。
盗
賊
を
な
す
「
吏
人
」
に
対
し
て
過
ち
を
悔
い
さ
え
す
れ
ば
処
罰
じ
な
い
、
と
す
る
の
は
法
令
も
刑
罰
も
無
い
に
等
し
い
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
巻
六
、
孝
順
孝
沖
孝
質
帝
紀
、
永
建
四
年
こ
二
九
)
正
月
丙
寅
、
順
帝
の
恩
赦
に
際
し
て
の
詔
に
は
、
務
崇
寛
和
、
敬
順
時
令
、
遵
典
去
苛
、
以
称
朕
意
。
と
あ
り
、
務
め
て
「
寛
和
」
な
政
治
を
尊
重
す
べ
く
い
う
。
そ
し
て
、
同
右
、
永
憲
元
年
(
一
四
五
)
五
月
甲
午
の
質
帝
の
詔
で
、
早
害
の
原
因
を
、将
二
千
石
令
長
不
崇
寛
和
、
暴
刻
之
為
乎
。
と
二
千
石
・
令
長
が
「
寛
和
」
を
尊
重
せ
ず
「
暴
刻
」
な
政
治
を
行
な
っ
て
い
る
と
と
に
帰
し
、
更
に
、
本
初
元
年
こ
四
六
)
正
月
丙
申
の
詔
で
、
頃
者
、
州
郡
軽
慢
憲
防
、
競
逗
残
暴
、
造
設
科
条
、
陥
入
無
罪
。
と
、
州
郡
の
官
僚
が
「
残
暴
」
に
競
っ
て
い
る
と
し
な
が
ら
も
、
其
勅
有
司
、
罪
非
殊
死
、
且
勿
案
験
、
以
崇
在
寛
。
と
い
い
、
こ
れ
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
「
寛
」
政
を
尊
重
す
る
よ
う
に
い
う
の
み
で
あ
る
。
順
帝
期
か
ら
桓
帝
期
に
か
け
て
、
斉
相
・
司
隷
校
尉
・
漁
陽
太
守
を
歴
任
し
、
「
厳
明
」
と
称
さ
れ
た
王
暢
が
、
南
陽
太
守
と
な
る
と
そ
の
政
治
を
「
寛
」
政
に
転
換
し
た
事
例
は
、
当
時
の
「
寛
」
政
尊
重
の
風
潮
を
窺
う
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
南
陽
太
守
を
拝
し
た
王
暢
は
、
南
陽
の
貴
戚
の
不
法
行
為
を
深
く
疾
み
、
任
に
就
く
と
そ
の
摘
発
に
務
め
た
。
彼
等
が
恩
赦
に
よ
り
放
免
さ
れ
て
も
、
王
暢
は
更
に
法
令
を
設
け
て
厳
し
く
対
処
し
た
た
め
、
豪
族
は
大
い
に
振
恐
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
王
暢
の
政
治
に
対
し
て
、
功
曹
の
張
倣
な
る
人
物
が
次
の
よ
う
な
諌
奏
を
行
な
っ
た
。
五
教
在
寛
、
著
之
経
典
。
湯
去
三
面
、
八
方
帰
仁
、
武
玉
入
殿
、
先
去
焔
格
之
刑
。
高
祖
鑑
秦
、
唯
定
三
章
之
法
、
孝
文
皇
帝
感
一
綬
紫
、
鏑
除
肉
刑
。
・
:
愚
以
為
懇
懇
用
刑
、
不
知
行
恩
、
草
撃
求
姦
、
未
若
礼
賢
。
:
:
:
化
人
在
徳
、
不
在
用
刑
。
王
暢
は
こ
の
張
倣
の
諌
言
を
深
く
納
れ
て
「
寛
政
」
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
(
巻
五
十
六
、
王
襲
伝
附
王
暢
伝
)
。
以
上
の
よ
う
な
、
大
赦
の
頻
発
・
法
令
の
弛
緩
・
「
寛
」
政
尊
重
の
風
潮
は
、
当
然
の
よ
う
に
王
朝
支
配
を
揺
る
が
す
も
の
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
乙
で
、
こ
う
し
た
状
況
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
主
張
が
登
場
し
て
く
る
の
は
見
易
い
ζ
と
だ
が
、
そ
う
し
た
主
張
に
も
「
寛
猛
相
済
」
に
依
拠
す
る
発
言
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
巻
四
十
六
、
陳
寵
列
伝
附
陳
忠
伝
に
よ
れ
ば
、
陳
忠
は
安
帝
即
位
以
来
の
「
百
姓
流
亡
し
、
盗
賊
並
び
起
こ
る
も
、
郡
県
更
ご
も
相
飾
匿
し
、
肯
へ
て
糾
発
す
る
莫
し
」
と
い
う
現
状
を
憂
え
、
次
の
よ
う
な
上
疏
を
行
な
っ
て
い
る
。
・
臣
鵜
見
、
元
年
以
来
、
盗
賊
連
発
、
攻
亭
劫
掠
、
多
所
傷
側
殺
。
:
・
而
頃
者
以
来
、
莫
以
為
憂
。
州
郡
督
録
怠
慢
、
長
吏
ぺ
防
禦
不
粛
、
皆
欲
採
獲
虚
名
、
語
以
盗
賊
為
負
。
雄
有
発
覚
、
不
一
口
務
清
澄
、
至
有
逗
威
濫
怒
、
無
事
僅
A
I
O
-
-
・
陵
遅
之
漸
、
遂
硝
且
成
俗
。
冠
援
整
官
、
皆
由
於
此
。
:
:
:
自
今
強
盗
為
上
官
若
制
官
一
部
県
所
札
覚
、
一
発
、
部
吏
皆
正
法
、
尉
庇
秩
一
等
、
令
長
に
一
三
月
奉
煩
罪
、
ニ
発
、
尉
免
官
、
令
長
庇
秩
一
等
、
一
ニ
発
以
上
、
衡
令
長
免
官
。
便
可
撰
立
科
条
、
処
為
詔
文
、
切
勅
刺
史
、
厳
加
ー
札
罰
。
繋
以
猛
済
寛
、
驚
懐
姦
患
。
3
先
ず
陳
忠
は
、
盗
賊
が
横
行
し
人
民
を
殺
傷
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
州
郡
の
官
僚
は
虚
名
を
獲
る
こ
と
に
汲
々
と
し
て
全
く
察
挙
し
な
い
現
状
を
掲
げ
、
か
か
る
官
僚
の
怠
慢
が
盗
賊
蜂
起
の
根
本
的
原
因
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
故
、
処
罰
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
法
令
・
刑
罰
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
り
官
僚
に
盗
賊
を
察
挙
さ
せ
る
べ
く
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
「
葉
以
猛
済
寛
、
驚
懐
姦
悪
」
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
現
状
は
「
寛
」
政
が
生
じ
た
弊
豊
田
で
あ
る
か
ら
、
法
令
・
刑
罰
を
重
視
し
た
「
猛
」
政
に
よ
り
こ
れ
を
救
済
す
べ
き
だ
と
い
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。
陳
忠
の
よ
う
に
、
法
令
・
刑
罰
を
重
視
す
る
立
場
は
、
順
帝
期
の
虞
認
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
永
一
建
元
年
(
一
二
六
)
、
虞
認
は
陳
禅
に
代
わ
り
司
隷
校
尉
と
な
る
が
、
数
ヶ
月
の
聞
に
数
人
を
摘
発
し
、
百
官
よ
り
「
苛
刻
」
と
号
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
司
空
の
陶
敦
等
は
「
盛
夏
に
多
く
無
事
を
拘
繋
し
、
吏
人
の
患
と
為
る
」
と
の
劾
奏
を
行
な
っ
た
が
、
虞
認
は
上
書
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
法
禁
者
俗
之
堤
防
、
刑
罰
者
人
之
街
轡
。
今
州
日
任
郡
、
郡
日
任
県
、
更
相
委
遠
、
百
姓
怨
窮
、
以
有
容
為
賢
、
尽
節
為
愚
。
臣
所
発
挙
、
滅
罪
非
一
、
二
府
恐
為
臣
所
奏
、
遂
加
語
罪
。
臣
将
従
史
魚
死
、
即
以
「
諌
耳
。
順
帝
は
こ
れ
を
見
、
陶
敦
を
罷
免
し
た
、
と
い
う
(
巻
五
十
八
、
虞
詔
伝
)
。
「
法
禁
者
俗
之
堤
防
、
刑
罰
者
人
之
街
轡
」
と
い
い
、
虞
認
は
法
令
・
刑
罰
を
極
め
て
重
視
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
来
、
法
令
・
刑
罰
を
奉
じ
る
べ
き
官
僚
か
ら
互
い
に
責
任
を
転
嫁
し
あ
う
状
況
目
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
状
況
は
や
は
り
陳
忠
と
同
様
、
「
寛
」
政
3
 
の
生
じ
た
弊
害
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
虞
翻
に
お
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
「
猛
」
政
を
行
な
う
べ
き
と
す
る
主
張
は
見
ら
れ
な
い
が
、
法
令
・
賞
罰
を
重
視
す
る
立
場
は
陳
忠
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
陳
忠
や
虞
期
間
に
見
ら
れ
る
こ
う
し
た
主
張
は
、
「
寛
」
政
が
生
じ
た
弊
害
、
す
な
わ
ち
、
官
僚
の
腐
敗
を
、
法
令
・
刑
罰
を
重
視
す
る
「
猛
」
政
に
よ
り
是
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
以
上
を
要
す
る
に
、
章
帝
・
和
帝
期
に
は
、
「
寛
猛
相
済
」
と
い
う
論
理
に
依
拠
し
て
「
寛
」
政
と
「
猛
」
政
(
吏
治
)
と
が
併
用
さ
れ
た
。
以
後
、
「
寛
」
政
の
み
が
尊
重
さ
れ
、
結
果
と
し
て
そ
の
弊
害
が
現
れ
る
と
、
ま
た
こ
の
論
理
に
依
拠
し
て
、
こ
れ
を
救
済
す
べ
く
「
猛
」
政
を
行
な
う
乙
と
が
要
請
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
『
左
氏
伝
』
の
「
寛
猛
相
済
」
と
い
う
論
理
は
、
後
漢
期
の
政
治
の
展
開
と
密
接
に
関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
状
に
即
し
て
如
何
な
る
政
治
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
こ
の
論
理
は
あ
る
べ
き
あ
り
方
を
提
示
す
る
と
同
時
に
、
か
か
る
主
張
を
な
す
立
場
を
正
当
化
す
る
思
想
的
根
拠
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
績
ひ
前
漢
期
、
武
帝
に
よ
る
儒
学
の
尊
重
以
降
、
現
実
に
お
い
て
法
術
を
駆
使
す
る
一
方
こ
れ
を
儒
学
で
覆
う
、
所
謂
王
覇
雑
繰
の
路
線
が
取
ら
れ
て
き
た
。
『
穀
梁
伝
』
は
、
国
家
規
範
を
家
族
道
徳
か
ら
分
離
【
叩
-
し
て
道
徳
を
法
に
下
属
さ
せ
る
も
の
で
、
宣
帝
末
の
甘
露
三
年
(
前
五
ご
開
催
の
石
渠
閣
論
議
に
お
け
る
『
春
秋
穀
梁
伝
』
の
官
学
化
に
よ
っ
て
、
漢
家
の
王
覇
雑
株
は
儒
学
の
中
に
転
化
さ
れ
る
、
と
い
{加】
う
見
解
が
あ
る
。
だ
が
、
管
見
の
限
り
、
政
治
の
場
で
儒
学
の
立
場
か
ら
、
法
令
・
刑
罰
を
主
と
す
る
立
場
を
是
認
す
る
発
言
を
見
出
す
と
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
宣
帝
の
死
後
、
『
穀
梁
伝
』
に
代
わ
り
『
左
氏
伝
』
が
撞
頭
し
て
く
る
が
、
乙
れ
を
準
備
し
た
の
は
、
宣
帝
期
以
後
、
酷
吏
に
代
わ
り
増
加
し
た
循
吏
・
良
吏
と
い
う
儒
術
的
官
僚
の
法
律
・
刑
罰
の
重
視
で
あ
っ
た
、
と
い
う
見
解
が
あ
泊
。
し
か
し
、
『
左
氏
伝
』
が
撞
頭
し
て
く
る
状
況
の
中
で
も
「
寛
猛
相
済
」
の
引
用
や
こ
れ
に
依
拠
す
る
発
言
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
A
U
}
 
な
し
。以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
後
漢
に
お
け
る
『
左
氏
伝
』
に
見
え
る
「
寛
猛
相
済
」
の
論
理
に
依
拠
す
る
立
場
は
前
漢
と
は
異
な
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
後
漢
に
お
い
て
は
、
「
寛
」
政
の
み
な
ら
ず
、
法
令
・
賞
罰
を
主
と
し
た
「
猛
」
政
を
行
な
う
立
場
ま
で
も
が
、
儒
教
の
経
典
た
る
『
左
氏
伝
』
の
こ
の
論
理
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
漢
期
に
お
い
て
、
学
官
に
立
て
ら
れ
た
の
は
今
文
系
の
十
四
博
士
で
あ
っ
た
(
巻
七
十
九
上
、
儒
林
列
伝
)
。
前
漢
宣
帝
に
よ
り
立
て
ら
れ
た
『
穀
梁
伝
』
、
劉
歓
の
表
章
に
よ
り
立
て
ら
れ
た
『
左
氏
伝
』
は
在
野
の
学
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
建
武
年
問
、
尚
書
令
の
韓
散
、
陳
元
等
の
運
爾
に
よ
り
、
『
左
氏
伝
』
は
一
時
官
学
と
な
る
が
、
反
対
議
論
も
多
く
、
左
氏
博
士
李
封
の
死
後
廃
さ
れ
て
、
再
び
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
(
巻
七
十
九
下
、
儒
林
列
伝
下
)
。
し
か
し
、
第
二
節
で
見
た
よ
う
に
、
章
帝
期
に
は
、
『
左
氏
伝
』
は
尊
重
さ
れ
、
二
度
に
渉
り
儒
生
に
学
習
さ
せ
る
等
、
官
学
に
準
じ
る
処
遇
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
光
武
帝
期
か
ら
章
帝
期
に
か
け
て
、
政
治
・
行
政
の
場
に
お
け
る
『
春
秋
』
三
伝
の
引
用
数
は
、
『
左
氏
伝
』
が
『
公
羊
伝
』
『
穀
梁
伝
』
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
と
の
調
査
が
あ
誌
が
、
櫛
巻
三
十
六
、
買
遺
伝
に
、
建
初
八
年
(
八
三
)
、
『
左
氏
伝
』
等
四
経
パ
の
、
儒
生
へ
の
教
授
に
対
し
て
「
此
れ
よ
り
四
経
遂
に
世
に
行
な
は
U
る
」
と
い
う
こ
と
に
よ
れ
ば
、
章
帝
の
措
置
以
後
、
更
に
『
左
氏
伝
』
硝
が
広
く
学
習
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
附
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
王
符
や
崖
寒
の
「
法
治
」
を
主
張
に
一
す
る
立
場
は
、
儒
家
と
法
家
の
混
在
で
は
な
く
、
儒
教
の
枠
組
み
の
街
中
で
捉
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
彼
等
の
立
場
は
、
章
帝
に
よ
る
「
左
9
氏
伝
』
の
尊
重
、
と
り
わ
げ
「
寛
猛
相
済
」
と
い
う
論
理
に
依
拠
し
3
た
「
寛
」
政
・
「
猛
」
政
併
用
の
確
立
を
契
機
と
し
て
、
儒
教
と
い
う
名
の
下
に
肯
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
後
漢
に
お
げ
る
儒
と
法
と
は
『
左
氏
伝
』
の
こ
の
論
理
に
よ
り
儒
教
に
依
拠
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
尚
、
王
符
や
雀
寒
の
思
想
と
『
左
氏
伝
』
と
の
関
係
、
何
故
章
帝
が
『
左
氏
伝
』
を
尊
重
し
た
の
か
等
、
考
察
す
べ
き
問
題
は
な
お
多
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
‘圭一(l
)
『
潜
夫
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
中
嶋
隆
蔵
「
王
符
の
天
人
論
に
つ
い
て
l
i後
漢
時
代
に
お
け
る
天
人
論
の
展
開
|
|
」
(
『
文
化
』
三
三
|
二
一
九
六
九
年
、
所
収
)
、
玉
歩
貴
『
王
符
思
想
研
究
』
(
甘
粛
人
民
出
版
社
一
九
八
七
年
)
、
劉
文
起
『
王
符
〈
潜
夫
論
V
所
反
映
之
東
漢
情
勢
』
(
文
史
哲
出
版
社
一
九
九
六
年
)
を
参
照
。
ま
た
「
政
論
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
串
田
久
治
「
雀
寒
『
政
論
』
に
つ
い
て
」
(
『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
(
文
学
科
篇
)
」
十
五
一
九
八
二
年
、
所
収
)
を
参
照
。
(2)
金
谷
治
氏
は
、
法
術
主
義
を
強
調
す
る
一
方
、
儒
教
的
徳
化
主
義
己
そ
正
統
な
も
の
と
考
え
て
い
る
彼
等
の
主
張
は
、
権
宜
主
義
の
所
産
で
あ
り
不
安
定
な
は
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
(
「
後
漢
末
の
思
想
家
た
ち
|
|
特
に
王
符
と
仲
長
統
1
1
i」
、
「
福
井
博
士
頒
寿
記
念
東
洋
文
化
論
集
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
一
九
六
九
年
、
金
谷
治
中
国
思
想
論
集
上
巻
「
中
国
古
代
の
自
然
観
と
人
間
観
』
平
河
出
版
社
一
九
九
七
年
、
所
収
)
。
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(3)
例
え
ば
、
日
原
利
国
氏
は
、
彼
は
現
状
を
乱
国
と
見
て
法
刑
・
賞
罰
を
重
視
す
る
が
、
道
徳
・
教
化
こ
そ
が
理
想
的
政
治
形
態
だ
と
結
論
す
る
、
と
い
う
(
「
王
符
の
法
思
想
」
、
『
東
洋
の
文
化
と
社
会
』
六
一
九
五
七
年
、
『
漢
代
思
想
の
研
究
』
研
文
出
版
一
九
八
六
年
、
所
収
)
。
こ
れ
に
対
し
て
堀
池
信
夫
氏
は
、
彼
は
観
念
的
に
は
儒
の
法
へ
の
優
越
を
認
め
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
そ
の
法
重
視
の
意
義
は
、
法
の
位
置
を
ほ
と
ん
ど
儒
と
対
等
に
ま
で
高
め
た
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
(
「
王
符
の
天
道
・
人
道
観
」
、
『
漢
貌
思
想
史
研
究
』
明
治
書
院
一
九
八
八
年
、
第
三
章
第
三
節
四
万
ま
た
辺
土
名
朝
邦
氏
は
、
彼
が
徳
治
を
理
想
と
し
法
治
を
原
理
的
に
一
段
低
く
価
値
づ
け
る
}
方
で
、
現
実
的
に
は
法
治
の
実
効
性
を
強
調
す
る
の
は
、
彼
の
理
想
と
現
実
の
二
元
的
捉
え
方
で
あ
る
、
と
い
う
(
「
王
符
の
政
治
思
想
の
一
側
面
|
|
徳
治
と
法
治
の
問
題
|
|
」
、
『
町
田
三
郎
教
授
退
休
記
念
中
国
思
想
史
論
叢
』
上
巻
中
国
書
底
?
一
九
九
五
年
、
所
収
)
。
他
方
、
法
と
民
と
の
関
係
に
着
目
し
た
田
中
麻
紗
巳
氏
は
、
彼
に
は
、
民
の
大
部
分
を
良
民
と
見
て
道
徳
・
教
化
で
応
じ
る
と
す
る
考
え
方
と
、
こ
れ
を
小
人
と
見
て
法
・
賞
罰
で
応
じ
る
と
す
る
考
え
方
と
の
、
異
な
る
民
の
理
解
に
立
っ
た
異
な
る
考
え
が
あ
り
、
前
者
は
理
想
的
な
治
世
と
関
連
し
て
願
望
か
ら
出
た
も
の
、
後
者
は
当
時
の
民
の
実
像
が
反
映
し
た
現
実
的
な
対
応
策
で
、
両
者
は
併
存
し
て
い
て
彼
は
矛
盾
と
は
考
え
な
か
っ
た
、
と
い
う
(
「
『
潜
夫
論
』
に
お
け
る
法
と
民
」
、
『
日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
五
三
号
一
九
九
七
年
、
所
収
)
。
尚
、
遇
目
し
た
限
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
に
は
他
に
、
矢
羽
野
隆
夫
「
王
符
の
政
治
思
想
に
お
防
る
〈
智
〉
」
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
一
O
一
九
九
一
年
、
所
収
)
が
あ
る
。
(4)
『
潜
夫
論
』
か
ら
の
引
用
は
王
継
培
「
潜
夫
論
王
氏
筆
』
(
『
湖
海
楼
叢
書
』
所
収
)
に
よ
る
。
ま
た
膨
鐸
『
潜
夫
論
筆
校
正
』
(
中
華
書
局
一
九
八
五
年
)
を
参
照
し
た
。
尚
、
こ
れ
に
よ
り
本
文
を
改
め
た
場
合
が
あ
る
が
注
記
し
な
い
。
(5)
雀
寒
「
政
論
」
か
ら
の
引
用
は
、
「
後
漢
書
』
、
「
群
書
治
要
」
(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
群
書
治
要
』
古
典
研
究
会
叢
書
漢
籍
之
部
第
十
五
巻
『
群
書
治
要
』
七
汲
古
書
院
一
九
九
一
年
)
、
「
全
後
漢
文
」
(
厳
可
均
『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝
文
』
中
文
出
版
社
一
九
八
一
年
)
に
よ
る
。
尚
、
「
群
書
治
要
』
か
ら
の
引
用
に
お
い
て
、
「
全
後
漢
文
」
を
参
照
し
て
字
句
を
改
め
た
部
分
が
あ
る
が
注
記
し
な
い
。
(6)
注
(
2
)
所
掲
金
谷
氏
論
考
を
参
照
。
(7)
『
後
漢
書
』
の
資
料
的
問
題
は
度
々
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
小
論
で
は
、
箔
障
に
よ
り
手
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
比
較
的
低
い
と
思
わ
れ
る
上
奏
文
等
の
資
料
を
中
心
と
し
て
用
い
る
。
そ
れ
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
呉
樹
平
校
注
『
東
観
漢
記
校
注
」
上
・
下
(
中
州
古
籍
出
版
社
一
九
八
五
年
)
、
周
天
瀞
輯
注
『
八
家
後
漢
書
輯
注
」
上
・
下
(
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
六
年
)
、
裳
宏
撰
・
周
天
瀞
校
注
『
後
漢
紀
校
注
』
(
天
津
古
籍
出
版
社
一
九
八
七
年
)
と
対
照
し
可
能
な
限
り
確
認
さ
れ
る
資
料
を
用
い
た
。
(8)
東
晋
次
「
光
武
帝
・
明
帝
の
政
治
」
(
『
後
漢
時
代
の
政
治
と
社
会
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
一
九
九
五
年
、
第
一
章
第
一
節
)
は
、
光
武
帝
・
明
帝
の
統
治
理
念
に
つ
い
て
「
諸
功
臣
・
外
戚
へ
の
権
力
集
中
を
抑
制
し
な
が
ら
、
文
吏
的
官
僚
を
駆
使
し
て
法
に
よ
る
皇
帝
一
元
支
配
の
樹
立
を
図
っ
た
」
も
の
と
さ
れ
る
。
(9)
「
後
漢
紀
』
で
は
こ
の
陳
簡
の
上
疏
を
建
初
五
年
(
八
O
)
の
こ
と
後漢におげる儒と法(渡部)
と
す
る
。
(
叩
)
『
後
漢
紀
』
で
は
こ
の
第
五
倫
の
上
疏
を
建
初
四
年
(
七
九
)
の
こ
と
と
す
る
。
(
日
)
日
原
利
国
「
『
白
虎
通
義
』
研
究
緒
論
l
l
l
と
く
に
礼
制
を
中
心
と
し
て
|
|
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
』
一
四
一
九
六
二
年
、
前
掲
日
原
氏
著
書
、
所
収
)
、
同
氏
「
白
虎
観
論
議
の
思
想
史
的
位
置
づ
け
」
(
『
漢
貌
文
化
』
六
一
九
六
七
年
、
同
右
著
書
、
所
収
)
を
参
照
。
(
辺
)
吏
治
に
は
触
れ
な
い
が
、
光
武
帝
・
明
帝
の
皇
帝
一
元
支
配
の
理
念
を
章
帝
が
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
は
、
東
普
次
「
章
帝
の
政
治
と
儒
教
理
念
」
(
前
掲
東
氏
著
書
、
第
一
章
第
二
節
)
が
指
摘
し
て
い
る
。
(
日
)
李
賢
注
に
「
東
観
漢
記
目
、
去
年
伏
詠
者
、
刺
史
一
人
、
太
守
三
人
、
減
死
罪
二
人
、
凡
六
人
」
と
い
う
。
(
H
H
)
吏
治
の
直
接
の
担
い
手
で
あ
る
文
吏
的
官
僚
と
し
て
は
酷
吏
が
考
え
ら
れ
る
が
、
章
帝
期
の
酷
吏
に
は
周
約
が
い
る
。
周
絡
は
「
(
章
)
帝
知
(
周
)
約
奉
法
疾
姦
、
不
事
貴
戚
」
(
巻
七
十
七
、
酷
吏
周
約
伝
)
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
貴
戚
を
も
僚
ら
な
い
そ
の
政
治
姿
勢
を
章
帝
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
厳
切
さ
が
度
々
有
司
に
よ
り
劾
奏
さ
れ
、
建
初
八
年
(
八
一
ニ
)
に
罷
免
さ
れ
る
が
、
章
帝
在
位
中
、
御
史
中
丞
に
復
職
し
て
い
る
(
同
右
)
。
周
朽
の
こ
う
し
た
政
治
姿
勢
は
、
章
帝
が
排
除
し
た
腐
敗
し
た
官
僚
と
対
極
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼
に
対
す
る
章
帝
の
評
価
か
ら
は
、
章
帝
の
吏
治
に
対
す
る
姿
勢
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
。
(
日
)
『
東
観
漢
記
』
巻
二
、
穆
宗
孝
和
帝
の
条
に
も
[
徳
教
在
寛
、
仁
恕
並
治
」
と
い
う
。
(
国
)
和
帝
期
に
は
、
酷
吏
周
将
、
ま
た
循
吏
に
列
さ
れ
な
が
ら
も
そ
の
政
41 
治
は
酷
吏
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
王
漁
と
い
っ
た
存
在
が
あ
る
。
巻
七
十
六
、
循
吏
王
漁
伝
に
「
為
太
守
陳
寵
功
曹
、
当
職
叡
断
、
不
避
豪
右
。
:
:
:
州
挙
茂
才
、
除
湿
令
。
県
多
姦
摘
、
積
為
人
息
。
(
王
)
漁
以
方
略
討
撃
、
悉
珠
之
。
・
・
:
遷
充
州
刺
史
、
縄
正
部
郡
、
風
威
大
行
。
・
・
・
永
元
十
五
年
、
:
・
為
洛
陽
令
。
以
平
正
居
身
、
得
寛
猛
之
宜
。
其
菟
嫌
久
訟
、
歴
政
所
不
断
、
法
理
所
難
平
者
、
莫
不
曲
尽
情
詐
、
圧
塞
群
疑
。
文
能
以
諸
数
発
樋
姦
伏
」
と
い
う
。
(
げ
)
後
漢
時
代
に
お
い
て
「
寛
」
政
が
推
進
さ
れ
て
ゆ
く
と
と
に
つ
い
て
は
、
社
会
史
的
観
点
か
ら
渡
遺
義
浩
「
『
徳
治
』
か
ら
『
寛
治
』
へ
」
(
『
中
国
史
に
お
け
る
教
と
国
家
』
雄
山
閣
出
版
一
九
九
四
年
、
『
後
漢
国
家
の
支
配
と
儒
教
』
雄
山
閣
出
版
一
九
九
五
年
、
所
収
)
に
指
摘
が
あ
る
。
氏
は
、
先
ず
後
漢
に
お
げ
る
循
吏
・
循
吏
的
官
僚
の
考
察
か
ら
、
そ
の
特
徴
を
、
「
寛
仁
」
を
以
て
属
吏
・
人
民
に
臨
む
|
|
具
体
的
に
は
過
失
・
訴
訟
に
刑
罰
を
用
い
な
い
|
|
支
配
と
し
、
こ
れ
を
「
寛
治
」
と
称
す
る
。
そ
し
て
章
帝
の
詔
等
に
引
か
れ
る
『
尚
書
』
克
典
(
現
舜
典
)
の
「
五
教
在
寛
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
「
寛
治
」
は
章
帝
期
に
成
立
し
、
章
帝
・
和
帝
期
に
推
進
さ
れ
た
と
す
る
。
ま
た
「
寛
治
」
が
推
進
さ
れ
た
因
由
に
つ
い
て
、
(
一
)
「
寛
仁
」
が
主
張
さ
れ
、
刑
罰
で
は
緩
刑
論
が
主
流
で
あ
っ
た
後
漢
詩
代
の
儒
教
の
影
響
、
(
二
)
光
武
帝
・
明
帝
の
「
吏
治
」
は
豪
族
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
り
後
漢
で
は
実
現
し
難
く
、
豪
族
の
在
地
社
会
に
有
す
る
規
制
力
を
取
り
込
み
且
つ
積
極
的
に
利
用
す
る
「
寛
治
」
へ
と
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
の
二
点
を
挙
げ
る
。
筆
者
は
氏
の
い
う
「
寛
治
」
を
「
寛
」
政
と
同
様
の
も
の
と
見
倣
す
の
だ
が
、
「
寛
治
」
の
成
立
に
は
、
小
論
で
検
討
す
る
「
寛
猛
相
済
」
と
い
う
論
理
も
深
く
関
わ
る
も
の
と
考
え
42 
る
。
尚
、
「
寛
治
」
が
推
進
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
思
想
的
な
面
か
ら
も
考
察
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
検
討
は
今
後
に
譲
り
-
3
。
t
b
 
「
沼
)
本
田
済
「
東
漢
の
名
節
」
(
『
東
洋
の
文
化
と
社
会
』
一
一
一
九
五
二
年
、
『
東
洋
思
想
研
究
』
創
文
社
一
九
八
七
年
、
所
収
)
は
、
後
漢
時
代
に
主
流
で
あ
っ
た
緩
刑
論
に
つ
い
て
「
緩
刑
が
唱
え
ら
れ
る
と
い
う
の
は
事
実
は
法
が
峻
し
い
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、
こ
の
記
載
か
ら
「
法
の
弛
み
は
安
帝
あ
た
り
か
ら
顕
著
に
な
っ
て
来
る
」
と
い
う
。
(
日
)
注
(
日
)
所
掲
日
原
氏
論
考
を
参
照
。
(
初
)
町
田
三
郎
「
漢
宣
期
の
儒
教
」
(
『
中
国
哲
学
論
集
』
一
一
九
七
五
年
、
所
収
)
。
(
幻
)
冨
谷
至
「
西
漢
後
半
期
の
政
治
と
春
秋
学
|
|
『
左
氏
春
秋
』
と
『
公
羊
春
秋
』
の
対
立
と
展
開
|
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
一
一
一
六
四
一
九
七
八
年
、
所
収
)
。
(
忽
)
管
見
の
限
り
で
は
、
『
史
記
』
『
漢
書
』
及
び
「
前
漢
文
」
(
厳
可
均
『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝
文
』
)
に
お
い
て
、
『
左
氏
伝
』
の
「
寛
猛
相
済
」
の
引
用
や
こ
れ
に
依
拠
す
る
発
言
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
し
(
幻
)
田
中
麻
紗
巳
「
後
漢
初
期
の
春
秋
学
に
つ
い
て
」
(
『
中
村
理
八
博
士
古
稀
記
念
東
洋
学
論
集
」
汲
古
書
院
一
九
九
六
年
、
所
収
)
。
